
昨年の広島韓国FORUMでは2月に勃発したウクライナ戦争に触発
された厳しい国際情勢が東アジアに及ぼす影響、改善へと向かい
つつあった韓日関係を検討しました。それから一年、世界と東ア
ジアの情勢は依然として厳しいままですが、韓日関係においては
ドラマチックな変化があり、韓日米3か国の連携も新たなステージ
に入りつつあります。

駐広島大韓民国総領事館と広島市立大学広島平和研究所が共同主
催する今回の「広島韓国FORUM」は希望と憂慮が交錯する現状
を検討しながら、昨年に引き続き東アジアと韓日関係の展望を描
きます。
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参加申し込みは11月22日(水)まで、QRコードを通じて、または電子
メールで申し込んでください（送信先： eschoi12@mofa.go.kr ）。
できる限り事前申し込みをお勧めしますが、当日ご参加もできます。
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